
広報 せとうち No.32005.3 1415

み
ん
な
で
応
援
し
よ
う
！ 

晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体 

　
今
年
開
催
さ
れ
る
岡
山
国
体
で
、
瀬
戸
内
市
は
牛
窓
町
で
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
、
邑
久
町
で
サ
ッ

カ
ー
競
技
（
成
年
男
子
・
成
年
女
子
）、
ま
た
牛
窓
町
と
長
船
町
で
は
、
海
遊
文
化
館
と
備
前
お
さ

ふ
ね
刀
剣
の
里
・
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
を
会
場
に
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
も
行
わ
れ
ま
す
。 

　
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
と
は
、
国
体
開
催
に
合
わ
せ
て
芸
術
作
品
の
展
示
や
伝
統
芸
能
の
上
演
な
ど
を

行
い
、
大
会
の
盛
り
上
が
り
を
図
り
、
開
催
県
の
歴
史
や
文
化
芸
術
を
全
国
に
紹
介
す
る
も
の
で

す
。
み
ん
な
で
全
国
か
ら
集
う
選
手
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
を
温
か
く
迎
え
、
友
情
の
輪
を
広
げ
、

わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
瀬
戸
内
市
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。 
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牛
窓
町
は
古
く
か
ら
瀬
戸
内
海
の
海

上
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
港
町
で
、

今
で
も
町
内
に
は
数
多
く
の
歴
史
的
文

化
遺
産
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
朝
鮮
通
信
使
」
が
立
ち
寄
っ
た
港
で

も
あ
り
ま
す
。 

　
海
遊
文
化
館
は
、
明
治
20
（
１
８
８

７
）
年
に
牛
窓
警
察
署
庁
舎
と
し
て
建

て
ら
れ
、
昭
和
52
年
ま
で
使
用
さ
れ
た

文
明
開
化
の
ロ
マ
ン
が
漂
う
建
物
を
利

用
し
、
昭
和
６３
年
に
朝
鮮
通
信
使
資
料
館

と
し
て
活
用
さ
れ
、
平
成
４
年
に
だ
ん
じ

り
展
示
室
を
併
設
し
て
、
海
遊
文

化
館
と
し
て
開
館
さ
れ
ま
し
た
。 

　
朝
鮮
通
信
使
と
は
、
江
戸
時
代

の
朝
鮮
半
島
か
ら
の
文
化
外
交
使

節
団
で
、
将
軍
の
襲
職
慶
賀
な
ど

の
た
め
12
回
来
日
。
牛
窓
は
瀬
戸

内
に
お
け
る
主
要
な
寄
港
地
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
各
地
に
伝
わ
る

そ
の
資
料
を
展
示
（
複
製
が
中
心
）

し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
秋
祭
り
に
引
か
れ
る

だ
ん
じ
り
（
山
車
）
８
基
が
牛

窓
に
伝
わ
っ
て
お
り
、
だ
ん
じ

り
展
示
室
に
は
２
基
が
常
設
展

示
さ
れ
、
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で

秋
祭
り
の
模
様
も
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。 

館内に展示してある龍頭の舟型山車 

刀剣づくりにかかわる作業工程を間近に見ることのできる工房 

海
遊
文
化
館 

企
画
展 

瀬
戸
内
の
風
に
乗
っ
て 

　
ー

朝
鮮
通
信
使
の 

             

大
船
団
来
航
ー 

　
９
月
１
日（
木
）〜 

            

10
月
31
日（
月
） 

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館 

岡
山
国
体
開
催
記
念
企
画
展 

百
錬
鍛
刀 

　
８
月
10
日（
水
）〜 

           
10
月
10
日（
月
） 

特
別
展 

お
守
り
刀
展 

　
10
月
13
日（
木
）〜 

           

11
月
23
日（
水
） 

■
施
設
の
ご
案
内
 

住
 
所
　
牛
窓
町
牛
窓
３
０
５
６
 

　
　
　
 
1
３
４
ー
５
５
０
５
 

開
館
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
 

　
　
　
 （
入
館
は
午
後
４
時
３０
分
ま
で
）
 

休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
 

　
　
　
 （
７
・
８
月
は
除
く
）
 

入
館
料
　
大
人
３
０
０
円
 

　
　
　
　
学
生
（
小
・
中
・
高
）
１
５
０
円
 

※
岡
山
国
体
に
合
わ
せ
、
大
会
関
係
者
・
 

　
参
加
者
は
無
料
。
 

■
施
設
の
ご
案
内
 

住
 
所
　
長
船
町
長
船
９
６
６
 

　
　
　
 
1
０
８
６
９
ー
6
6
ー
７
７
６
７
 

開
館
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
 

　
　
　
 （
入
館
は
午
後
４
時
３０
分
ま
で
）
 

休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が
休
日
の
 

　
　
　
　
場
合
は
翌
日
）、
祝
日
の
翌
日
 

入
館
料
　
一
般
５
０
０
円
 

　
　
　
　
高
大
生
３
０
０
円
 

　
　
　
　
中
学
生
以
下
は
無
料
 

　
　
　
　
団
体
割
引
あ
り
（
２０
人
以
上
）
 

※
岡
山
国
体
に
合
わ
せ
、
大
会
関
係
者
・
 

　
参
加
者
は
無
料
。
 

　
備
前
お
さ
ふ
ね
刀
剣
の
里

は
、
か
つ
て
刀
剣
王
国
と
し

て
栄
え
た
備
前
長
船
（
長
船

町
）
に
開
設
さ
れ
た
、
刀
剣

の
文
化
と
美
を
伝
承
・
創
造

す
る
新
交
流
施
設
で
す
。
こ

こ
で
は
、
刀
づ
く
り
・
塗
り
・

刀
身
彫
り
・
研
ぎ
な
ど
の
各

工
程
が
鍛
刀
場
・
工
房
で
一

堂
に
公
開
さ
れ
、
伝
統
美
術

工
芸
の
技
を
受
け
継
ぐ
職
人

の
仕
事
風
景
を
随
時
見
学
で

き
ま
す
。
ま
た
、
工
芸
制
作

講
座
を
毎
週
土
曜
日
に
開
催

す
る
な
ど
、
体
験
型
の
施
設

と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
中
心
施
設
で
あ
る
「
備
前
長
船
刀
剣

博
物
館
」
は
、
日
本
刀
を
常
設
展
示
す

る
国
内
で
も
珍
し
い
博
物
館
で
す
。
　

　
企
画
展
「
百
錬
鍛
刀
」
で
は
、
県
内

愛
刀
家
の
方
々
の
協
力
を
得
て
開
催
。

鍛
え
込
ま
れ
た
刀
の
美
し
さ
だ
け
で
な

く
、
外
装
で
あ
る
拵
え
の
細
工
や
塗
り

の
美
し
さ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
特
別
展

「
お
守
り
刀
展
」
で
は
国
体
開
催
に
合

わ
せ
て
展
覧
会
が
開
か
れ
ま
す
。
人
間

国
宝
の
方
を
始
め
、
全
国
か
ら
現
代
刀

匠
の
秀
作
約
６０
振
り
の
出
品
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

備
前
お
さ
ふ
ね
刀
剣
の
里 

こ
し
ら 


